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（2022 年８月１日の合併により「SBI アセット 

マネジメント株式会社」に商号変更しております） 

 
当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 
2028年12月15日まで 

（設定日：2018年12月17日） 

運 用 方 針 

この投資信託は、世界の高配当株式への投

資を通じて、配当収入の確保を中心に中長

期的な信託財産の成長を目指して運用を行

います。 

主要投資対象 

円建ての外国投資信託である「クレディ・

スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマ

ン）Ⅲ－グローバル高配当株式プレミアム・

ファンド（適格機関投資家限定）（円ヘッジ・

クラスB）」及び国内投資信託である「FOFs

用短期金融資産ファンド（適格機関投資家

専用）」の受益証券を主要投資対象としま

す。なお、短期金融商品等に直接投資する

場合があります。 

組 入 制 限 

投資信託証券への投資割合には制限を設け

ません。 

株式への直接投資は行いません。 

外貨建資産への直接投資は行いません。 

デリバティブの直接利用は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎月16日。休業日の場合は翌営

業日。）に、原則として次の分配方針に基づ

き分配（実質的に投資元本の払戻しとなる

分配を含みます。以下、同じ）を行います。

分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分

を含めた配当等収益及び売買益（評価益を

含みます。）等の全額とします。原則として、

外国投資信託からの分配額に基づき、決算

日における決算前基準価額水準に応じて概

ね年３％相当の金額を払出すことを目標

に、委託会社が決定します。なお、払出し

にあたっては、別に定める払出し水準表に

したがい、分配金額を払出すものとします。

ただし、この信託が繰上償還することとなっ

た場合は、払出しを行いません。また、分

配対象額が少額の場合は、払出しを行わな

いことがあります。収益分配に充てず信託

財産内に留保した利益については、運用の

基本方針に基づき、元本部分と同一の運用

を行います。 

 

 

 

運用報告書（全体版） 
 

第43期（決算日2022年７月19日）第44期（決算日2022年８月16日） 

第45期（決算日2022年９月16日）第46期（決算日2022年10月17日） 

第47期（決算日2022年11月16日）第48期（決算日2022年12月16日） 

作成対象期間（2022年６月17日～2022年12月16日） 

 

ＳＢＩ地方創生・世界高配当株式ファンド 

（為替ヘッジあり）＜年３％定率払出しコース＞ 

愛称：７・５・３（しち・ご・さん） 
 

追加型投信／内外／株式 
 
 

受益者の皆様へ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、「SBI地方創生・世界高配当株式ファンド

（為替ヘッジあり）＜年３％定率払出しコース＞
愛称：７・５・３（しち・ご・さん）」は、2022年
12月16日に第48期決算を行いました。 

ここに第43期～第48期の運用状況と収益分配状
況についてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願
い申し上げます。 

 
 

ＳＢＩアセットマネジメント株式会社 

東京都港区六本木１－６－１ 

お問い合わせ先：マーケティング部 

電話番号 03-6229-0863 

受付時間：営業日の９：00～17：00 

 

 ホームページから、ファンドの商品概要、 

レポート等をご覧いただけます。 

http://www.sbiam.co.jp/ 
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■最近５作成期の運用実績 
 

決 算 期 

基 準 価 額 
投資信託証券 
組 入 比 率 

純資産 
総 額 （分配落） 

税込み 
分配金 

期 中 
騰落率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

19期（2020年７月16日） 9,539 24 1.6 98.5 90 

20期（2020年８月17日） 9,787 24 2.9 98.8 86 

21期（2020年９月16日） 9,708 24 △ 0.6 99.1 85 

22期（2020年10月16日） 9,746 24 0.6 99.3 85 

23期（2020年11月16日） 9,930 24 2.1 99.5 88 

24期（2020年12月16日） 10,189 25 2.9 99.9 89 

25期（2021年１月18日） 10,357 25 1.9 99.1 90 

26期（2021年２月16日） 10,414 25 0.8 99.3 91 

27期（2021年３月16日） 10,637 26 2.4 99.5 92 

28期（2021年４月16日） 11,037 28 4.0 99.7 95 

29期（2021年５月17日） 11,436 28 3.9 100.1 102 

30期（2021年６月16日） 11,532 29 1.1 99.4 99 

31期（2021年７月16日） 11,214 28 △ 2.5 98.4 98 

32期（2021年８月16日） 11,307 28 1.1 98.8 105 

33期（2021年９月16日） 11,223 28 △ 0.5 99.1 103 

34期（2021年10月18日） 11,444 28 2.2 96.5 105 

35期（2021年11月16日） 11,475 29 0.5 99.7 105 

36期（2021年12月16日） 11,652 29 1.8 94.4 107 

37期（2022年１月17日） 11,951 29 2.8 97.5 110 

38期（2022年２月16日） 11,723 29 △ 1.7 97.7 108 

39期（2022年３月16日） 10,873 26 △ 7.0 97.7 100 

40期（2022年４月18日） 11,603 29 7.0 98.2 108 

41期（2022年５月16日） 11,049 28 △ 4.5 98.4 102 

42期（2022年６月16日） 10,701 26 △ 2.9 98.1 99 

43期（2022年７月19日） 10,248 25 △ 4.0 99.3 96 

44期（2022年８月16日） 10,964 26 7.2 99.4 100 

45期（2022年９月16日） 10,327 25 △ 5.6 99.5 93 

46期（2022年10月17日） 9,482 24 △ 8.0 99.8 86 

47期（2022年11月16日） 10,351 25 9.4 100.0 93 

48期（2022年12月16日） 10,209 25 △ 1.1 91.4 90 

（注） 当ファンドは、ベンチマークを採用しておりません。また、適切な参考指数もないため当ファンドのみ表記しております。 
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■当作成期中の基準価額と市況等の推移 
 

決 算 期 年 月 日 

基 準 価 額 投資信託 

証  券 

組入比率 
 騰 落 率 

第43期 

(期 首) 円 ％ ％ 

2022年６月16日 10,701 － 98.1 

６月末 10,396 △ 2.9 99.2 

(期 末)    

2022年７月19日 10,273 △ 4.0 99.3 

第44期 

(期 首)    

2022年７月19日 10,248 － 99.3 

７月末 10,882 6.2 99.4 

(期 末)    

2022年８月16日 10,990 7.2 99.4 

第45期 

(期 首)    

2022年８月16日 10,964 － 99.4 

８月末 10,585 △ 3.5 99.4 

(期 末)    

2022年９月16日 10,352 △ 5.6 99.5 

第46期 

(期 首)    

2022年９月16日 10,327 － 99.5 

９月末 9,526 △ 7.8 99.6 

(期 末)    

2022年10月17日 9,506 △ 8.0 99.8 

第47期 

(期 首)    

2022年10月17日 9,482 － 99.8 

10月末 9,837 3.7 99.9 

(期 末)    

2022年11月16日 10,376 9.4 100.0 

第48期 

(期 首)    

2022年11月16日 10,351 － 100.0 

11月末 10,466 1.1 100.2 

(期 末)    

2022年12月16日 10,234 △ 1.1 91.4 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは、ベンチマークを採用しておりません。また、適切な参考指数もないため当ファンドのみ表記しております。   
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■当作成期の運用状況と今後の運用方針（2022年６月17日～2022年12月16日まで） 
 

○基準価額等の推移 
 

 

作成期首：10,701円 
作成期末：10,209円（既払分配金（税込み）：150円） 
騰 落 率： △ 3.2％（分配金再投資ベース） 

（注） 当ファンドは、ベンチマークを採用しておりません。また、適切な参考指数もないため当ファンドのみ表記しております。 

 

 

○基準価額の主な変動要因 
 

当ファンドは、主として、独自の銘柄選定手法により選ばれた世界の高配当株式を投資対象とする投資信託証

券に投資を行い、配当収入の確保を中心に中長期的な信託財産の成長を目指して運用を行ってまいりました。作

成期間における基準価額の主な変動要因は以下の通りです。 

＜値上がり要因＞ 

利上げにより各国の消費者物価指数の上昇鈍化や低下、雇用市場の堅調さなどにより、金融引き締め観測が後

退する局面で株式市場は堅調となり、基準価額の上昇要因となりました。 

＜値下がり要因＞ 

世界的なインフレに対応するために各中央銀行が過去に例のないスピードで金融引き締めを実行しました。市

場では引き締め過ぎによる経済成長鈍化を懸念する形で、金利上昇局面での株安が基準価額の下落要因となりま

した。 
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○投資環境 
 

2022年７月は、大幅利上げ（75bp）を実施した６月FOMCの議事要旨で慎重な利上げが必要であるという意見

が大半だったことが明らかになり、今後の利上げペースの鈍化が意識されたことや、資源価格の下落などを背景

にしたインフレ鈍化期待、米大手ハイテク企業の好決算などにより株高、金利低下となりました。 

2022年８月は、米国FRBの金融引締め継続観測が強まりましたが、堅調な雇用市場と米消費者物価指数の予想

以上の鈍化から金融引き締め懸念が後退し、株式市場は堅調に推移しました。月末にかけてはジャクソンホール

会議でパウエル米FRB議長が金融引き締めに強い決意を示したこともあり景気後退懸念から株安、金利上昇の流れ

となりました。 

2022年９月は、米消費者物価指数の上昇率鈍化がみられました。欧州経済はコロナ対応後の経済正常化が進み、

個人消費や設備投資が支えとなりました。一方で、ロシアによるウクライナ侵攻の長期化がエネルギー高の原因

となり冬場に向けての懸念材料となりました。月末にかけては、英国の大規模経済対策に伴う財政悪化懸念を背

景に株式は軟調となりました。 

2022年10月は、前半は英国金融市場の混乱から株安となりましたが、後半は政権交代により市場の正常化が期

待され株式市場は堅調に推移しました。また、米FRBが利上げペースを減速させるとの見方が強まり、ジャクソン

ホール会議から続いていた金利上昇は一服しました。 

2022年11月は、米消費者物価指数も予想を下回るなど米FRBの利上げ減速期待から株式は上昇しました。欧州

では暖冬予想によりエネルギー相場が比較的安定して推移したことによりユーロ圏経済の先行き不透明感が後退

しました。中国がコロナ対策の規制緩和を検討しているとの見方から、需要増が好材料としてとらえられました。 

2022年12月は、各中央銀行が利上幅を縮小させるなど、急速な金融引き締めを効果を見極めようとする姿勢が

見られました。しかし、各国の消費者物価指数は依然として高い数値で推移しているため、2023年前半までは引

き続き利上げを行うものとみられます。 

 

 

○当ファンドのポートフォリオ 
 

「クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式プレミアム・ファンド

（適格機関投資家限定）（円ヘッジ・クラスB）」への投資を通じて、世界の高配当株式へ投資を行い、配当収入の

確保を中心に中長期的な信託財産の成長を目指して運用を行いました。 

 

＜クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式プレミアム・ファンド（適

格機関投資家限定）（円ヘッジ・クラスB）＞ 

主として、担保付スワップ取引を通じて、実質的に世界の高配当株式に投資を行い、配当収入の確保と中長期

的な値上り益の投資成果の享受を目指し運用いたしました。直近11月末の時点のポートフォリオは以下の通りと

なっております。   
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○組入上位国・地域 ○通貨別構成 ○業種別構成 

   

 

組入上位10銘柄 

 銘柄名 通貨 国・地域 業種 比率 

１ フォーテスキュー・メタルス・グループ 豪ドル オーストラリア 素材 3.77％ 

２ 東方海外国際 ［オリエント・オーバーシース 香港ドル 香港 資本財・サービス 3.65％ 

３ パパックロイド ユーロ ドイツ 資本財・サービス 3.64％ 

４ BHPグループ 豪ドル オーストラリア 素材 3.59％ 

５ インターパブリック・グループ 米ドル 米国 電気通信サービス 3.53％ 

６ 大東建託 日本円 日本 不動産 3.46％ 

７ アングロ・アメリカン 英ポンド 英国 素材 3.45％ 

８ メディカル・プロパティーズ・トラスト 米ドル 米国 不動産 3.43％ 

９ BAEシステムズ 英ポンド 英国 資本財・サービス 3.43％ 

10 アッウ゛ィ 米ドル 米国 ヘルスケア 3.38％ 

組入銘柄数 30銘柄 

※ 比率はいずれも主要組入投資証券のポートフォリオに対する割合です。 
※ 業種は世界産業分類基準（GICS）による分類です。 
※ データの分類方法や評価基準日の一部が異なる場合があるため、概算値となりますのでご留意ください。また、掲載データに関する情報の正確

性、信頼性、完全性を保証するものではありません。 

 

＜FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）＞ 

主要投資対象である「短期金融資産 マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れ、これを維持しました。 

「短期金融資産 マザーファンド」において、日銀の金融緩和継続により短期国債のマイナス金利が常態化す

るなか、国債と比較してより利回りの高い非国債セクターの保有短期債の満期償還以降は、コールローン等の比

率を高めた運用を行い、市場運用ができない資金は受託銀行の金銭信託へ預け入れました。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 
 

当ファンドは、主として投資信託証券を通じて世界の高配当株式に投資しており、値動きを表す適切な指数が

存在しないため、ベンチマーク等はございません。 

 

 

○分配金 
 

当作成期の分配金は、基準価額の水準、市場動向等を勘案し、下表の通りといたしました。 

なお、分配にあてずに信託財産に留保した収益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。 

 

 

 分配原資の内訳 
 

（単位：円、１万口当たり、税込み） 

項  目 

第43期 第44期 第45期 第46期 第47期 第48期 

2022年６月17日～ 

2022年７月19日 

2022年７月20日～ 

2022年８月16日 

2022年８月17日～ 

2022年９月16日 

2022年９月17日～ 

2022年10月17日 

2022年10月18日～ 

2022年11月16日 

2022年11月17日～ 

2022年12月16日 

当期分配金 25 26 25 24 25 25 

(対基準価額比率) 0.243％ 0.237％ 0.241％ 0.252％ 0.241％ 0.244％ 

 当期の収益 － 25 － － 23 － 

 当期の収益以外 25 0 25 24 1 25 

翌期繰越分配対象額 2,015 2,014 1,989 1,965 1,964 1,939 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。   
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○今後の見通しと運用方針 
 

＜当ファンド＞ 

引き続き、「クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式プレミアム・

ファンド（適格機関投資家限定）（円ヘッジ・クラスB）」への投資を通じて、世界の高配当株式へ投資を行い、配

当収入の確保を中心に中長期的な信託財産の成長を目指して運用を行います。 

 

＜クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式プレミアム・ファンド（適

格機関投資家限定）（円ヘッジ・クラスB）＞ 

2022年後半の金融市場はインフレ懸念を背景に欧米の中央銀行を中心に金融引き締めの動きが加速する中、金

利上昇に伴う経済の先行き不透明感が重しとなり、主要株式市場は上値の重い展開が続きました。ロシアによる

ウクライナ侵攻後の資源高が一服したことや、主要国において新型コロナウイルスの感染収束に伴う供給網の正

常化により2022年末にかけてインフレ鎮静化の兆候がみられたことなどから、今後の市場の関心は主要国の金融

政策の先行き不透明感から利下げのタイミングに移行していくと思われます。足元のインフレ鈍化に伴い欧米を

中心に利上げペースの減速が期待されるものの、これまでの累積的な金融引き締めがもたらす需要の下押し圧力

を受けて世界経済の成長が鈍化傾向となる可能性もあり、今後の景気動向を注視する必要があると考えています。

中国では2022年末にかけてゼロコロナ政策が大幅な緩和に向かい始めました。欧米経済の減速見通が強まる中、

中国経済の正常化が順調に進めば金融市場の追い風とになるとみています。欧米の中央銀行による金融引き締め

はペースを抑えつつも当面は利上げ局面の継続が見込まれていることから、主要株式市場では上値の重い展開が

予想されます。今後、インフレ鈍化や景気減速が鮮明となり、主要中銀が利上げに慎重な姿勢に傾けば株価の本

格的な上昇も期待されます。 

 
＜FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）＞ 

「短期金融資産 マザーファンド」の受益証券への投資を通じて、わが国の短期金融資産等（短期公社債及び

短期金融商品を含みます。）を中心に投資を行います。 
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■１万口当たりの費用明細 （2022年６月17日～2022年12月16日） 
 

項   目 
第43期～第48期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

(a) 信 託 報 酬 53 0.513 (a) 信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （投 信 会 社） (  20) (0.193) 委託した資金の運用の対価 

 （販 売 会 社） (  31) (0.303) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価 

 （受 託 会 社） (   2) (0.017) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) そ の 他 費 用 108 1.053 (b) その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権

口数 

 （監 査 費 用） (  48) (0.465) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （印    刷） (  60) (0.588) 開示資料等の作成・印刷費用等 

合   計 161 1.566  

作成期中の平均基準価額は、10,282円です。  

（注） 作成期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結
果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注） 項目ごとに円未満は四捨五入しております。 
（注） 各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。   
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（参考情報） 

○経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 
当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引

税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した経費率（年

率）は3.46％です。 

 

 

 
 

 （単位：％）

経費率（①＋②） 3.46 

①当ファンドの費用の比率 3.11 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.35 

（注） ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） ②の費用は、各月末の投資先ファンドの保有比率に当該投資先ファンドの運用管理比率を乗じて算出した概算値です。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。なお、四捨五入の関係により、合計が一致しない場合があります。 
（注） 投資先ファンドとは、このファンドが組入れている投資信託証券です。 
（注） ①と②の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 
（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異な

ります。 
  

運用管理費用 
（受託会社） 
0.03％ 

3.11％ 

経費率 
3.46％ 

運用管理費用 
0.35％ 運用管理費用 

（投信会社） 
0.38％ 

運用管理費用 
（販売会社） 
0.60％ 

その他費用 
2.10％ 
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■売買及び取引の状況 （2022年６月17日～2022年12月16日） 
 

 投資信託証券 
 

銘     柄 
買   付 売   付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国

内 

 口 千円 口 千円 

クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当 

株式プレミアム・ファンド（適格機関投資家限定）（円ヘッジ・クラスＢ） 197 2,300 1,156 13,700 

（注） 金額は受渡し代金。 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

 

■利害関係人との取引状況等 （2022年６月17日～2022年12月16日） 
 

該当事項はありません。 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 
 

■組入資産の明細 （2022年12月16日現在） 
 

 ファンド・オブ・ファンズが組み入れた邦貨建ファンドの明細 
 

銘  柄  名 
第 48 期 末 

口 数 評 価 額 比 率 
 口 千円 ％ 
クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当 
株式プレミアム・ファンド（適格機関投資家限定）（円ヘッジ・クラスＢ） 7,064 81,370 89.5 
FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 1,714,920 1,686 1.9 

合     計 1,721,984 83,057 91.4 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の比率です。 

 
 

■投資信託財産の構成 （2022年12月16日現在） 
 

項       目 
第 48 期 末 

評 価 額 比   率 
 千円 ％ 
投資信託受益証券 83,057 90.1 
コール・ローン等、その他 9,109 9.9 
投資信託財産総額 92,166 100.0 
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■特定資産の価格等の調査 
 

該当事項はありません。 

 

 

■資産、負債、元本及び基準価額の状況並びに損益の状況 
○資産、負債、元本及び基準価額の状況  

項      目 
第43期末 第44期末 第45期末 第46期末 第47期末 第48期末 

2022年７月19日現在 2022年８月16日現在 2022年９月16日現在 2022年10月17日現在 2022年11月16日現在 2022年12月16日現在 

 円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 96,795,064  100,865,670 94,542,508 87,036,923 95,120,480 92,166,339 

 コール・ローン等 1,160,571  1,286,127 1,236,896 1,154,122 1,095,464 9,109,079 

 投資信託受益証券（評価額） 95,634,493  99,579,543 93,305,612 85,882,801 94,025,016 83,057,260 

(B) 負債 498,551  639,572 803,281 952,429 1,127,344 1,297,033 

 未払収益分配金 234,921  237,677 226,937 217,897 227,013 222,531 

 未払信託報酬 89,222  78,219 84,420 77,285 75,234 78,665 

 未払利息 3  3 3 3 3 24 

 その他未払費用 174,405  323,673 491,921 657,244 825,094 995,813 

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 96,296,513  100,226,098 93,739,227 86,084,494 93,993,136 90,869,306 

 元本 93,968,563  91,414,447 90,775,186 90,790,799 90,805,391 89,012,546 

 次期繰越損益金 2,327,950  8,811,651 2,964,041 △ 4,706,305 3,187,745 1,856,760 

(D) 受益権総口数 93,968,563 口 91,414,447口 90,775,186口 90,790,799口 90,805,391口 89,012,546口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,248 円 10,964円 10,327円 9,482円 10,351円 10,209円 

（注） 
作成期首元本額 92,667,922円 
第43～48期中追加設定元本額 1,394,634円 
第43～48期中一部解約元本額 5,050,010円 
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○損益の状況 

項      目 

第43期 第44期 第45期 第46期 第47期 第48期 

2022年６月17日～ 
2022年７月19日 

2022年７月20日～ 
2022年８月16日 

2022年８月17日～ 
2022年９月16日 

2022年９月17日～ 
2022年10月17日 

2022年10月18日～ 
2022年11月16日 

2022年11月17日～ 
2022年12月16日 

 円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 238,255  239,128  237,325 213,581 221,505  212,102 

 受取配当金 238,400  239,207  237,392 213,653 221,566  212,314 

 支払利息 △ 145  △ 79  △ 67 △ 72 △ 61 △ 212 

(B) 有価証券売買損益 △ 3,939,235  6,771,818  △ 5,543,002 △ 7,422,811 8,142,215 △ 1,008,233 

 売買益 －  6,945,393  29,944 － 8,142,558  99,344 

 売買損 △ 3,939,235  △ 173,575  △ 5,572,946 △ 7,422,811 △ 343 △ 1,107,577 

(C) 信託報酬等 △ 263,627  △ 227,487  △ 252,668 △ 242,608 △ 243,084 △ 249,384 

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 3,964,607  6,783,459  △ 5,558,345 △ 7,451,838 8,120,636 △ 1,045,515 

(E) 前期繰越損益金 3,039,504  △ 1,128,227  5,378,050 △ 407,232 △ 8,076,967 △ 179,695 

(F) 追加信託差損益金 3,487,974  3,394,096  3,371,273 3,370,662 3,371,089  3,304,501 

 （配当等相当額） ( 5,582,421 ) ( 5,433,782 ) ( 5,399,672) ( 5,402,779) ( 5,405,647) (  5,300,919) 

 （売買損益相当額） (△ 2,094,447 ) (△ 2,039,686 ) (△ 2,028,399) (△ 2,032,117) (△ 2,034,558) (△ 1,996,418) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,562,871  9,049,328  3,190,978 △ 4,488,408 3,414,758  2,079,291 

(H) 収益分配金 △ 234,921  △ 237,677  △ 226,937 △ 217,897 △ 227,013 △ 222,531 

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,327,950  8,811,651  2,964,041 △ 4,706,305 3,187,745  1,856,760 

 追加信託差損益金 3,487,974  3,394,096  3,371,273 3,370,662 3,371,089  3,304,501 

 （配当等相当額） ( 5,582,421 ) ( 5,433,782 ) ( 5,399,672) ( 5,402,779) ( 5,405,647) (  5,300,919) 

 （売買損益相当額） (△ 2,094,447 ) (△ 2,039,686 ) (△ 2,028,399) (△ 2,032,117) (△ 2,034,558) (△ 1,996,418) 

 分配準備積立金 13,357,036  12,984,610  12,662,988 12,445,091 12,433,141  11,963,144 

 繰越損益金 △14,517,060  △ 7,567,055  △13,070,220 △20,522,058 △12,616,485 △ 13,410,885 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 
（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 
（注）分配金の計算過程（2022年６月17日～2022年12月16日）は以下の通りです。  

項      目 

第43期 第44期 第45期 第46期 第47期 第48期 

2022年６月17日～ 
2022年７月19日 

2022年７月20日～ 
2022年８月16日 

2022年８月17日～ 
2022年９月16日 

2022年９月17日～ 
2022年10月17日 

2022年10月18日～ 
2022年11月16日 

2022年11月17日～ 
2022年12月16日 

a. 配当等収益（経費控除後） 0円 231,371円 0円 0円 215,063円 0円 

b. 
有価証券等損益額（経費控
除後・繰越欠損金補填後） 

0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 5,582,421円 5,433,782円 5,399,672円 5,402,779円 5,405,647円 5,300,919円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 13,591,957円 12,990,916円 12,889,925円 12,662,988円 12,445,091円 12,185,675円 

e. 分配対象収益（a＋b＋c＋d） 19,174,378円 18,656,069円 18,289,597円 18,065,767円 18,065,801円 17,486,594円 

f. 分配対象収益（１万口当たり） 2,040円 2,040円 2,014円 1,989円 1,989円 1,964円 

g. 分配金 234,921円 237,677円 226,937円 217,897円 227,013円 222,531円 

h. 分配金（１万口当たり） 25円 26円 25円 24円 25円 25円 
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■分配金のお知らせ 
 

 第43期 第44期 第45期 第46期 第47期 第48期 

１万口当たり分配金（税込み） 25円 26円 25円 24円 25円 25円 
 
◇ 分配金を再投資する場合 

 お手取り分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◇ 分配金をお支払いする場合 

 分配金のお支払いは、各決算日から起算して５営業日までに開始いたします。 

◇ 分配金は普通分配金に課税され、個人の受益者の場合、源泉徴収の税率は20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％

および地方税５％）となります。（原則として、確定申告は不要です。） 

法人の受益者の場合、源泉徴収の税率は15.315％（所得税15％および復興特別所得税0.315％）となります。 

 （注）当作成期末現在で適用される内容であり、税制が改正された場合等は変更される場合があります。 

 外国税額控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

◇ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）

を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

 

■お知らせ 
 

該当事項はありません。 
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＜ご参考＞ 

主要投資対象の投資信託証券の概要 

 
 
クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式
プレミアム・ファンド（適格機関投資家限定）（円ヘッジ・クラスＢ） 
 
■ファンドの概要 
 

名 称 
クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式プ
レミアム・ファンド（適格機関投資家限定）（円ヘッジ・クラスＢ） 

形 態 ケイマン籍外国投資信託（円建て） 

運用目的・運用方針 

１．主として、担保付スワップ取引を通じて、実質的に世界の高配当株式に投資を行い、
配当収入の確保と中長期的な値上り益の投資成果の享受を目指します。 

２．クレディ・スイスが有する株式評価モデルに従って選定された世界の高配当株式の
中から、時価総額や流動性等を考慮して投資対象銘柄を選定します。投資対象銘柄
の中から、相対的に高い配当利回りで下値抵抗力があり、割安で財務健全性の高い
銘柄を選定し、世界の高配当株式ポートフォリオを構築します。世界の高配当株式
の運用は、クレディ・スイス・マネジメント（ケイマン）リミテッドが行います。 

分 配 方 針 

原則として、月次で分配を行い、１口当たりの分配金は、選定された世界の高配当株式
の配当利回り、１口当たり純資産価格の水準等に基づいて支払われるものとし、１ヵ月
ごとに見直されます。 
※今後、管理会社の判断によって変更される場合があります。 

管 理 報 酬 等 

純資産総額に対して年率0.35％程度 
※上記料率には、管理会社、受託会社、管理事務代行会社、保管会社、報酬代行会社と

その代理人への報酬等、および設立費用、監査報酬等が含まれます。 
※その他費用として、担保付スワップ取引において証券取引等に伴う手数料等が支払わ

れます。 

管 理 会 社 クレディ・スイス・マネジメント（ケイマン）リミテッド 

信 託 財 産 留 保 額 ありません 

備 考 

当外国投資信託は、担保付スワップ取引の相手方に担保付スワップ取引の構築に必要な
現金を支払い、当該取引の評価額に相当する担保を受入れます。担保付スワップ取引の
相手方は、日々の担保付スワップ取引の評価を行っており、担保も洗替えされます。担
保付スワップ取引の評価には、世界の高配当株式等へ投資する場合にかかるコストや税
金等が反映されます。 
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クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式
プレミアム・ファンド（適格機関投資家限定）の状況 
 

2022年12月16日現在入手している最新（2022年７月31日現在）の状況です。 

 

 

■貸借対照表 
 

資産  2022 年７月 31 日 

  （円）

金融資産（損益通算後の評価額）  2,569,555,384 

現金および現金代替  1 

未収：   

受益証券発行分  3,000,000 

その他資産  － 

資産合計  2,572,555,385 

   

負債   

当座借越金  － 

未払:   

有価証券購入分  3,000,000 

有価証券売却分  － 

負債合計  3,000,000 

受益者に帰属する純資産  2,569,555,385 
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■包括利益計算書 
 

収益  2022 年７月 31 日 

  （円）

金融商品に係る収益（損失）   

手数料収入  275,765,401 

金融資産および金融負債に係る実現損益（損益通算後の評価額）  8,402,642 

金融資産及び金融負債に係る未実現損の変動（損益通算後の評価額）  (310,373,838) 

収益（損失）合計  (26,205,795) 

   

費用   

報酬支払代行人手数料  10,642,082 

   

財務費用控除前の運用に伴う収益（損失）  (36,847,877) 

   

財務費用   

支払分配金   

包括利益（損失）合計 
（運用による償還可能受益証券の保有者に帰属する純資産の増（減））  (265,123,319) 

費用   

報酬支払代行人手数料  (301,971,196) 
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FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 
 
■ファンドの概要 
 

名 称 FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 

信 託 期 間 信託期間は2010年６月14日から無期限です。 

運 用 方 針 

主として、「短期金融資産 マザーファンド」の受益証券（以下「マザーファンド受益証
券」といいます。）への投資を通じて、わが国の短期金融資産等（短期公社債および短期
金融商品を含みます。以下同じ。）を中心に投資を行い、安定した収益の確保を目標とし
て運用を行います。 

主 要 投 資 対 象 

FOFs用短期金融資産ファンド 
（適格機関投資家専用） 

下記のマザーファンド受益証券を主要投資対象とします。 

短期金融資産 マザーファンド わが国の短期金融資産等を主要投資対象とします。 

運 用 方 法 
主として、マザーファンド受益証券への投資を通じて、わが国の短期金融資産等を中心
に投資を行います。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針にもとづき、分配を行います。 
（１） 分配対象額の範囲 

経費控除後の繰越分を含めた配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等の
全額とします。 

（２） 分配対象額についての分配方針 
委託者が、基準価額水準、市況動向等を考慮して分配金額を決定します。ただし、
分配対象額が少額の場合は、分配を行わないことがあります。 
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FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）の状況 
 

2022年10月25日現在入手している最新（第12期決算日（2022年９月26日現在））の状況です。 

 

○１万口当たりの費用明細 (2021年９月28日～2022年９月26日)

 

項   目 
当  期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

(a) 信 託 報 酬 14 0.143 (a)信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率 

期中の平均基準価額は 9,851 円です。 

    信託報酬に係る消費税は当（作成）期末の税率を採用

しています。 

 ( 投  信  会  社 ) (  11) (0.110) 委託した資金の運用､基準価額の計算､開示資料作成等

の対価 

 ( 販  売  会  社 ) (   1) (0.011) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン

ドの管理、購入後の情報提供等の対価 

 ( 受  託  会  社 ) (   2) (0.022) 運用財産の管理､投信会社からの指図の実行の対価 

(b) そ の 他 費 用 1 0.005 (b)その他費用＝〔期中のその他費用〕÷〔期中の平均

受益権口数〕×10,000 

 ( 監  査  費  用 ) (   1) (0.005) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係

る費用 

 ( そ   の   他 ) (  －) (   －) その他は、金銭信託預入に係る手数料等 

合   計 15 0.148  

（注１） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。 
なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファ
ンドに対応するものを含みます。 

（注２） 各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注３） 「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

 

○組入資産の明細 
 
 親投資信託残高 
 

 
当期首(前期末) 当   期   末 

口   数 口   数 評 価 額 

 

短 期 金 融 資 産  マ ザ ー フ ァ ン ド 

千口 
13,428 

千口 
13,408 

千円 
13,564 

（注）親投資信託の当期末における受益権総口数は 9,046,164 千口です。   
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○投資信託財産の構成 
 

項       目 
当     期     末 

評 価 額 比   率 

 千円 ％ 
短 期 金 融 資 産  マ ザ ー フ ァ ン ド 13,564 99.9 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 17 0.1 

投 資 信 託 財 産 総 額 13,581 100.0 

 

  
○資産、負債、元本及び基準価額の状況（2022年９月26日現在）

 

項     目 当 期 末 

(Ａ) 資 産 13,581,257円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 16,936 

 短期金融資産 マザーファンド(評価額) 13,564,267 

 未 収 入 金 54 

(Ｂ) 負 債 10,427 

 未 払 信 託 報 酬 9,699 

 そ の 他 未 払 費 用 728 

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 13,570,830 

 元 本 13,789,186 

 次 期 繰 越 損 益 金 △     218,356 

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 13,789,186口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,842円 

 
○損益の状況（自2021年９月28日 至2022年９月26日）

 

項     目 当   期 

(Ａ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △     5,535円 

 売 買 損 △     5,535 

(Ｂ) 信 託 報 酬 等 △    20,021 

(Ｃ) 当 期 損 益 金 ( Ａ ＋ Ｂ ) △    25,556 

(Ｄ) 前 期 繰 越 損 益 金 △    74,902 

(Ｅ) 追 加 信 託 差 損 益 金 △   117,898 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (     654,973) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△   772,871) 

(Ｆ)   計   ( Ｃ ＋ Ｄ ＋ Ｅ ) △   218,356 

(Ｇ) 収 益 分 配 金 0 

 次 期 繰 越 損 益 金 ( Ｆ ＋ Ｇ ) △   218,356 

 追 加 信 託 差 損 益 金 △   117,898 

 ( 配 当 等 相 当 額 ) (     654,973) 

 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△   772,871) 

 分 配 準 備 積 立 金 11,111 

 繰 越 損 益 金 △   111,569 

（注１）(A)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 
（注２） (B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含め

て表示しています。 
（注３） (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
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当ファンド（ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用））が投資対象としている「短期

金融資産 マザーファンド（第15期決算日（2022年９月26日現在））」の組入資産の内容等の状況 

 

○１万口当たりの費用明細 

 

当期中における該当事項はありません。 
 

○組入資産の明細 
 

当期末における該当事項はありません。 

 

 

※日銀の金融緩和継続により短期国債のマイナス金利が常態化するなか、国債と比較してより利回り

の高い非国債セクターの保有短期債の満期償還以降は、コールローン等の比率を高めた運用を行い、

市場運用ができない資金は受託銀行の金銭信託へ預け入れました。 
 


